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学術研究⽀支援室URA（H28.6.1）
スキルアップ：異異なるバックグラウンドを持つURAが組織として質の⾼高い⽀支援を提供す
るためには、各URAがURAとして必要な基礎知識識を獲得することが重要である。そこ
で、京都⼤大学では京⼤大独⾃自のURAカリキュラムを作成し、新しい職域であるURAの
「お⼿手本」となる共通の知識識体系を作っている
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■URA職階整備
 　➣４階級の職階
 　・⾸首席専⾨門業務職員	
 　・上席専⾨門業務職員
 　・主任専⾨門業務職員
 　・専⾨門業務職員
■評価制度度 　給与、昇格に反映
 　➣昇格：累累積10名に実施
 　➣勤務評定制定（H28）	
■雇⽤用延⻑⾧長 　10年年任期が可能に
 　➣研究開発⼒力力強化法特例例のURAへの適⽤用：累累積４名	
➣共通の基礎的知識識獲得と⾼高度度化のため
 　全員が受講。修了了者へ室⻑⾧長名による修了了
 　証明書を発⾏行行
➣海外URA関連シンポジウム派遣  延べ約32名
➣国内海外の各種研修派遣  延べ約45名
➣先駆的URA組織を持つ海外⼤大学での⻑⾧長期研修
■豊富な研修機会
■京⼤大URAカリキュラム受講
■省省庁との⼈人事交流流
■OJT
➣各種の⽀支援プログラムをチームワークで実践
京都⼤大学には従来より多くの研究⽀支援組織がある。しかし、組織間の連携は必ずしも
⼗十分でなかった。そこで、学術研究⽀支援室が全学研究⽀支援組織のハブとしての機能を
果たすことで、より効率率率的・効果的な研究⽀支援・研究環境整備を可能とした
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【担当窓⼝口の業務】 　

①  連携組織との連携業務を常に把握する
②  連携業務における組織間の役割分担を連携組織と
 　  調整する
③  適宜、室⻑⾧長・副室⻑⾧長に連携業務についてレポート
※リサーチ・ディベロップメントプログラム	
